
 

 

 

 

  

 

 

 「立
りっ

春
しゅん

」の前日
ぜんじつ

に 行
おこな

われる「節分
せつぶん

」は、古
こ

代
だい

中
ちゅう

国
ごく

の 行
ぎょう

事
じ

が日
に

本
ほん

に伝
つた

わり、かたち

を変
か

えたものです。現在
げんざい

では春
はる

を 迎
むかえ

える大切
たいせつ

な節
ふし

目
め

の 行
ぎょう

事
じ

になっています。 

 

 

 豆
まめ

まきには、炒
い

った大
だい

豆
ず

がよく使
つか

われます。大
だい

豆
ず

には 良
りょう

質
しつ

なたんぱく質
しつ

が多
おお

く「 畑
はたけ

の肉
にく

」とも呼
よ

ばれます。しかし、大
だい

豆
ず

はそのまま食
た

べても 消
しょう

化
か

されず、栄養
えいよう

も 吸
きゅう

収
しゅう

されません。そこで、 昔
むかし

から大
だい

豆
ず

が豊
ほう

富
ふ

な栄
えい

養
よう

素
そ

を最大限
さいだいげん

にいかすため、いろいろな

加
か

工
こう

品
ひん

が作
つく

られてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ・長
なが

さは手
て

のひらより少
すこ

し長
なが

いものを選
えら

び、真
ま

ん中
なか

より上
うえ

を持
も

つ。 

 ・上
うえ

のはしは中指
なかゆび

と人
ひと

差
さ

し指
ゆび

でえんぴつのように持
も

つ。 

  このはしだけ動
うご

かす。 

 ・下
した

のはしは親指
おやゆび

の根
ね

元
もと

と 薬
くすり

指
ゆび

の横
よこ

はらで支
ささ

え、動
うご

かさない。 

 

さしばし 

 

 

 

 

食
た

べ物
もの

をはしで 

刺
さ

して食
た

べる。 

ねぶりばし 

 

 

 

 

はしの先
さき

をなめたり、 

しゃぶったりする
  

。 

まよいばし 

 

 

 

何
なに

を食
た

べようかと 

迷
まよ

いながら、あちこちに 

はしを動
うご

かす。 

よせばし 

 

 

 

 

食
しょっ

器
き

のふちに、 

はしをかけて移
い

動
どう

させる。 

かみばし 

 

 

 

 

 

はしをくわえて、かむ
  

。 

たたきばし 

 

 

 

 

 

はしで 食
しょっ

器
き

をたたく。 

 令和８(2026)年 

大阪市立平尾小学校 

毎月
まいつき

１９日
にち

は食
しょく

育
いく

の日
ひ

 

福
ふく

は内
うち

、鬼
おに

は外
そと

だい ず 

も

２月
がつ

２日
ふ つ か

（月
げつ

）は節
せ つ

分
ぶ ん

の行
ぎょう

事
じ

献立
こ ん だ て

です。 

 〇いわしのしょうがじょうゆかけ 

 〇含
ふく

め煮
に

 

 〇いり大
だい

豆
ず

 

 〇ごはん 

 〇牛
ぎゅう

乳
にゅう

 

今年
こ と し

の節分
せつぶん

は２月
がつ

２日
ふ つ か

です。節
せつ

分
ぶん

には、「おに

は外
そと

」のかけ声
ごえ

で豆
まめ

をまいたり、ひいらぎの

枝
えだ

にいわしの頭
あたま

をさして門
もん

に立
た

てたりして、

悪
わる

いものを追
お

いはらう習
しゅう

慣
かん

があります。 

こんな人
ひと

はいませんか？ はしのよくないマナー 

給食
きゅうしょく

だより ２月
がつ
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